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米
川
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振
興
会

　
　
千
葉
幸
弘
会
長

長
　

生
　

大
　

学
　

出
　

前
　

講
　

座
　

開
　

催

す
物
質
を
退
治
し
て
い
る
の
が

N
K
細
胞
で
す
。
N
K
細
胞
が

出
前
講
座
と
な
る
予
定
で
す
。

が
高
く
、
残
念
な
が
ら
最
後
の

を
も
っ
て
閉
鎖
と
な
る
可
能
性

　
４
会
場
の
内
、
東
和
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
は
令
和
６
年
３
月

り
ま
す
。
そ
の
他
の
効
果
は

活
性
化
す
る
と
免
疫
力
が
高
ま

①
脳
の
働
き
が
活
性
化

②
血
行
促
進

④
筋
力
ア
ッ
プ

⑤
幸
福
感
と
鎮
痛
作
用

③
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
う

ー
ル
千
田
さ
ん
の
コ
ン
ビ
が
各

会
場
に
笑
い
を
届
け
て
く
れ
ま

 
　
月
４
日
・
５
日
に
か
け
て

す
る
國
分
雅
美
さ
ん
と
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
を
奏
で
る
ア
ル
チ
ュ

効
果
に
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー

(

ら
れ
ま
す
。
が
ん
細
胞
や
ウ
ィ

ル
ス
な
ど
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

米
川
公
民
館
・
鱒
渕
改
善
セ
ン

タ
ー
・
東
和
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
・
綱
木
親
和
会
館
の
４
カ
所

で
長
生
大
学
出
前
講
座
を
開
催

か
ら
、
お
盆
に
は
４
年
ぶ
り
の

「
ふ
る
さ
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

５
０
０
日
達
成
で
登
米
市
交
通

安
全
対
策
協
議
会
会
長

(

登
米

市
長

)

と
登
米
警
察
署
長
連
名

等
ほ
ぼ
計
画
通
り
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

展
開
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の

向
上
に
役
職
員
一
丸
と
な
り
取

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

流
セ
ン
タ
ー
は
令
和
６
年
度
か

す
る
予
定
で
あ
り
、
米
川
公
民

ま
す
。
米
川
公
民
館
に
つ
い
て
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米 川 新 聞 １
の
褒
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
記
録
が
長
く
続
く

令
和
６
年
度
か
ら
　
年
度
の
５

　
さ
て
、
令
和
６
年
は
現
在
、

域
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
な
地

よ
う
地
域
挙
げ
て
交
通
安
全
に

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
活

策
定
委
員
会
で
提
起
さ
れ
た
地

ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

上
げ
ま
す
。

会
」
、
９
月
に
は
５
年
ぶ
り
の

「
第
　
回
米
川
地
区
市
民
運
動

く
り
計
画
」
を
策
定
中
で
す
が
、

カ
年
の
「
第
４
次
米
川
地
域
づ

館
と
合
わ
せ
て
東
和
国
際
交
流

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
米
川
公
民

会
」
、
そ
し
て
　
月
に
は
昨
年

N
K

)

細
胞
の
活
性
化
が
あ
げ

は
指
定
管
理
者
と
し
て
再
受
託

館
を
拠
点
に
社
会
教
育
事
業
と

地
域
づ
く
り
事
業
を
積
極
的
に
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様

に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

と
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し

に
引
き
続
き
「
第
　
回
米
川
手

づ
く
り
文
化
祭
」
を
開
催
す
る

ス
感
染
症
の
区
分
が
５
月
に
２

類
か
ら
５
類
に
見
直
し
さ
れ
、

行
動
制
限
が
無
く
な
っ
た
こ
と

 
ま
た
、
　
月
　
日
に
は
米
川

地
区
が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ

し
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
街

中
に
愛
と
笑
い
と
元
気
を
届
け

る
ち
ん
ど
ん
・
み
や
び
組
で
す
。

定
番
の
ち
ん
ど
ん
太
鼓
を
演
奏

し
た
。
笑
い
の
も
た
ら
す
健
康

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

力
あ
る
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
も
指
定
管
理
施
設
で

あ
り
ま
し
た
が
、
東
和
国
際
交

ら
指
定
管
理
施
設
か
ら
は
ず
れ
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水
木
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成人の日8

102

世帯数

た
で
す
」
４
年
生
の
小
野
寺

23
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1月の予定
1
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米川の世帯数と人口

女 計(人) 前月比行政区
１区
２区

５区

16

９区

29

31

樹
木
葬
の
旗
立
て
て
ゐ
る
辻
師
走

錦
織
　
及
川
奈
奈
夫

半
眼
の
猫
を
胡
座

(

あ
ぐ
ら

)

に
日
向
ぼ
こ

米
川
　
小
野
寺
好
道

黒
豆
の
匂
ふ
厨

(

く
り
や

)

の
師
走
か
な

米
川
　
及
川
豊
子

民
館
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン

253

長生大学運営委員会、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会、米川ｼﾞｬｲｱﾝﾂ

111
129

こ
れ
は
第
３
次
地
域
づ
く
り

風
菜
さ
ん
は
「
テ
ー
マ
に
沿

米川ｼﾞｬｲｱﾝﾂ

想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

便
利
に
使
お
う
乗
合
タ
ク
シ
ー

 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　及川奈奈夫　氏

米
川
地
区
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

計
画
・
遊
ぶ
べ
っ
ち
ゃ

プ
ロ

24

 
　
月
７
日

(

木

)

米
川
公

30
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ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会、米川ｼﾞｬｲｱﾝﾂ、執行部会

米
川
公
民
館
　
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

点
灯
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
行
わ
れ
、

５
年
生
の
岩
淵
亮
太
君
は
「

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め
点

灯
式
は
実
行
委
員
が
2
人
と

大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会

　
年
目
を
迎
え
、
順
調
に
事

東和町ﾊﾞﾚｰ協会

28
つまみ細工教室、夜ﾖｶﾞ教室

26
25

１２月の兼題　、師走、小春日、雑詠

昨
夜
の
雨
払

っ
て
菜
摘
む
小
春
空

米
川
　
畠
山
孝
子

新春懇談会

15

10
11

す
。
今
後
も
乗
合
タ
ク
シ
ー

今
年
で
４
年
目
、
年
々
バ
ー

オ
ル
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

原
資
に
登
録
者
の
皆
様
へ
タ

ま
し
た
の
で
ご
利
用
願
い
ま

微
睡

(

ま
ど
ろ

)

め
ば
地
獄
天
国
日
向
ぼ
こ

米
川
　
千
葉
勝
保

度
も
広
報
・
啓
発
費
と
し
て

助
成
金
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

垣
根
よ
り
児
の
声
届
く
小
春
か
な

っ
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
で

小
走
り
の
宅
配
届
く
師
走
か
な

す
。
今
年
も
そ
の
助
成
金
を

業
が
推
移
し
て
お
り
、

昨
年

米
川
　
須
藤
捷
子

錦
織
　
大
平
清
登

米
川
　
首
藤
恭
子

庭
先
に
鹿
と
目
の
合
ふ
靄

(

も
や

)

の
朝

タ
ク
シ
ー
は
事
業
開
始
以
来
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き
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
感

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
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